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左の例題において、?マークで示した「制約」の意味が理解できな
かったため、問題文を以下のとおり身近な話題に置き換えてみました。
「Aさん宅では、2024年4月1日時点で、父と子はそれぞれ所持金があ
る。月に1回、父は自身の所持金から子に現金を渡す。子はその現金を
自身の所持金に加える。つまり、1回の現金のやり取りで移動した金額
の和はゼロである」

以上の置き換え問題文（置換文）と問題文の用語比較表は下表（用語
比較表）のとおりです。

問題文における用語置換文における用語
期首残高2024/4/1時点の父

と子の所持金
勘定科目父の所持金
勘定科目子の所持金

金額受け渡した現金
取引日受け渡し日

取引番号受け渡し番号

表:用語比較表

そこで、置換文も基に具体的なデータを入れた表を作成して、その
表を第3正規形にするまでの過程を示したものが次ページの図（第３正
規形までの過程）です。
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表記は「多対多」のまま

【クラス図から関係モデルの作成（例題２）】
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図:第３正規形までの過程

左図の第３正規形から問題文と全く同じ３つの表
に分解できたことから、置換文は問題文を正しく置
き換えたことが証明されました。

改めて、正解である選択肢「イ」を見てみると、
WHERE 句の1，2行目で、左図の逆の作業（第３正
規形から第１正規形）を行っていることがわかりま
す。

そして、GROUP BY句で勘定科目ごと、つまり
「父の所持金」及び「子の所持金」ごとにグループ
分けとをしています。

あとは、WHERE句の3，4行目で指定した日付よ
り前の時点における勘定科目ごとの合計と期首残高
を加えることによって、父又は子の所持金が算出さ
れます。

例えば、勘定科目を父の所持金、日付を
2024/6/30とするならば、期首残高+SUM（金額）
=500,000+(-10,000-20,000-15,000)=455,000
となります。

取引番号 取引日 勘定科目 期首残高 金額
父の所持金 500,000 -10,000
子の所持金 10,000 10,000
父の所持金 500,000 -20,000
子の所持金 10,000 20,000
父の所持金 500,000 -15,000
子の所持金 10,000 15,000
父の所持金 500,000 -10,000
子の所持金 10,000 10,000

取引番号 取引日 勘定科目 期首残高 金額
A1 2024/4/1 父の所持金 500,000 -10,000
A1 2024/4/1 子の所持金 10,000 10,000
A2 2024/5/1 父の所持金 500,000 -20,000
A2 2024/5/1 子の所持金 10,000 20,000
A3 2024/6/1 父の所持金 500,000 -15,000
A3 2024/6/1 子の所持金 10,000 15,000
A4 2024/7/1 父の所持金 500,000 -10,000
A4 2024/7/1 子の所持金 10,000 10,000

取引番号 取引日 勘定科目 期首残高 取引番号 勘定科目 金額
A1 2024/4/1 父の所持金 500,000 A1 父の所持金 -10,000
A2 2024/5/1 子の所持金 10,000 A1 子の所持金 10,000
A3 2024/6/1 A2 父の所持金 -20,000
A4 2024/7/1 A2 子の所持金 20,000

A3 父の所持金 -15,000
A3 子の所持金 15,000
A4 父の所持金 -10,000
A4 子の所持金 10,000

取引番号 勘定科目 金額
A1 父の所持金 -10,000
A1 子の所持金 10,000 取引番号 取引日

勘定科目 期首残高 A2 父の所持金 -20,000 A1 2024/6/1
父の所持金 500,000 A2 子の所持金 20,000 A2 2024/7/1
子の所持金 10,000 A3 父の所持金 -15,000 A3 2024/6/1

A3 子の所持金 15,000 A4 2024/7/1
A4 父の所持金 -10,000
A4 子の所持金 10,000
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はないため、
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第３正規形を
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で表現

A3

問題文と全く同じ表に分解することができた
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